
2008 年度 小委員会活動成果報告 
（2009 年１月 14 日作成） 

小委員会名 田園空間計画小委員会 主 査 名：岩田俊二 
就任年月：2008 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

農村計画委員会 委員長名：三橋伸夫 

設 置 期 間    2008 年 4 月  ～  2010 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・今後、都市化社会から都市型社会へ移行する中で、循環、自然共生、災害、快

適なコミュニティなどの総合性、地域性を踏まえた持続可能な地域（農村と都

市）の空間形成のための計画論を検討する。 
・2008年度：「地域像としての地域経営システムの再生と創造」にかかわる知見・

情報を各委員が持ち寄り、計画論の観点からそれらの評価を行い、今後の研究

活動計画および最終成果像について慎重に検討した。 
・2009年度：上記に沿って本格的に資料・情報収集を行い最終成果像の実現に資

するほか、公開研究会を開催し議論を深め、とりまとめに繋げる。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

岩田俊二（主査・三重短期大学）、高橋隆博（幹事・地域･建築設計工房）、浦山益郎（三

重大学）、加藤正之（(株)加藤正之建築研究所）、川嶋雅章（明治大学）、岸本充弘（Inflection 
Net）、齋尾直子（筑波大学大学院）、齋藤雪彦（千葉大学）、坂本淳二（広島国際大学）、

藤沢直樹（日本大学）、前田真子（広島工業大学）、星 勉（公募委員、JA 総合研究所）、

柳田良造（公募委員、岐阜市立女子短大） 

設置 WG 
（WG 名：目的）  

2008 年度予算 125,000 円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HP アドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      4 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１． 2008年度は研究活動計画の具体的なテーマとその実現性の検討に時間をか

けた。2009年度以降の活動の助走として位置づけており、そうした意味から

の成果は確実にあがった。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．本格的な研究活動成果を作成するには科研費等の外部資金の獲得を目指す必

要がある。 
２．2009年度以降を見据えた少し長期的な委員会活動が必要と考えられる。 

 


